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 1)  A case  of solitary renal cyst is presentedwhich contained calculi in the renal 
parenchyma and gravels in its cystic cavity, casting a shadow suspected of a calculus in 
the renal pelvis. 
   2) It was very interesting to note that the postural change of the patient produced 
different forms of the density on X-ray films. It is therefore thought that X-ray films 
taken during the operation and at erect position are valuable. 
   3) Pathogenesis of the cyst in the present case can be explained by the theory pre-
sented by Hepler. 
   4) The gravels in the cyst resulted from concentration of the fluid due to active 






























































あった(第3図,a)そ こで更に挿入 して再び レ線
撮影を行って見ると今度はカテーテルは影像を越えて
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A本 症 のレ線 像お よび診断 につ いて









一般に上腹部に結石様影像 を証明 し た 場 合
に,こ れが泌尿器臓器 に存在す るも の で あ る
か,ま たはそれ以外 の臓器お よび組織に存在す
るものであるかを決定 し,更 に泌尿器臓器の も
のであれば,そ れが腎実質内にあるか または腎
孟或は腎杯にあるかを定 め る必要が ある.




周囲淋巴腺の石灰化,二 次胆嚢 内小結石,胆 管
嚢腫お よび胆管水瘤等を挙 げているが,そ の他
に腸間膜淋巴腺お よび後腹膜淋 巴腺の石灰化,
静脈石および膵石等 がある.こ れ等を鑑 別する
には腎孟 レ線撮影法 を行なえぱ よいわけである
が,泌 尿器臓器 と偶 然重 なることもあるから,
この様 な場 合には区別が困難 となる.胆 嚢内 の
陰影であれば胆嚢 レ線撮影で確 め得 られ る.然
し淋巴線 の石灰化或は静脈石の ような場 合には
積極的に確 める方法が ないので,問 題は難か し
くなる.Jensen(1956)は術前診断未決定 の ま
ま手術を行ない,術 中診断 で本症 を確認 してお
り,小 川(1957)は腎孟 レ線像,Pneumore『
troPeritolleumおよび胆嚢 レ線撮影等に より,
陰影が腎臓内である事 を決定 してい る.
2.腎 実質 内腎孟 または腎杯内陰 影 か の 鑑
別














































3.そ の他 診断に関す2,3の 点
本例 の如 く尿管カテ ーテルが陰影 を越 えて挿
入 され た事,ま たその際結 石感 のなかつた事,
小 川の例 の如 く腎実質石灰沈着症 が臨床検査成
績で否定 された事,尿 所見 がほ とんど変化 のな
かつた事等 が挙げ られ る.
本症 の術前診断は極 めて難か しい ものでJen-
sen(1956)も述べている如 く,最 終的 な診断



















腎血流量 の減 少を同時に起 させて,腎 嚢腫を作
る事に成功 した と発表 し,更 に臨床的 に腎嚢腫
の多 くが血管系に病変 の起 り易い40才代以後に
発生す る事 と,短 時 日の内に発生 し,症 状が急
激に来 る事等 を認めてい る.その後Howzeand
Hil1(1949)は2例の腎嚢腫 を経験 し,そ の発
生原因を検 索した所Hepler説を支持 し得 る所
見を得た と述べ てい る.KutzmanandSauer
(1950)は腎嚢 腫の種k発 生原因中Hepler説
が最 も有力である と述べてい る.ま た最近 にな
っ てGibson(1954)はHeplerの実験 に もと
ずいて臨床的な腎嚢腫の発生原因を 検 討 す る














































1.左 腎孟結石 を思は しめた陰影が,腎 実質
内結石および結石砂を内容 とした孤立性腎嚢 腫
であつた1例 を報告 した.こ の ような症例 は内
外を通 して非常 に珍 らしい もので あ ると 考 え
る.
2.本 症 の興味 あるレ線 的所 見は,体 位 の移
動により陰影が移動 した りまたは変 形 す る 事
で,術 中レ線撮影法 および立位 レ線撮影法が価
値 あるもの と考え る.
3.本 症 におけ る嚢腫 の発生原因はHepler
説により容 易に説明 され得 る.
4.嚢腫 内容に結石砂 を有 した事は,内 容液
の瀦溜 と水分 の吸収 とが互 いに活溌 に行われた
結果内容の濃縮化 を来 したためで あ る と考 え
る.
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第7図:別 除標本の組織学的所見.
